
 

 

 

天神島の浜木綿 
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心
は
思 も

え
ど 

直 た
だ

に
逢
わ
ぬ
か
も
」 

柿
本
人
麻
呂(

万
葉
集 

巻
四
‐
四
九
六) 

熊
野
の
海
岸
に
咲
く
浜
木
綿
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
咲
い

て
い
る
よ
う
に
何
十
回
と
あ
な
た
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

い
る
が
、
な
か
な
か
逢
え
な
い
も
の
だ
。 

浜
木
綿
が
登
場
し
た
も
っ
と
も
古
い
文

献
と
さ
れ
て
い
る
『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ

た
こ
の
歌
に
は
、 

 

愛
し
い
人
に
会

え
な
い
嘆
き
が

歌
わ
れ
て
い
ま

す
。
浜
木
綿
の

名
は
、
七
月
か

ら
九
月
頃
に
咲

く
白
く
垂
れ
下
が
っ
た
花
弁
が
木
綿
に
似

て
い
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。「
木
綿
」
は
、

楮
の
樹
皮
の
繊
維
を
蒸
し
て
水
に
さ
ら
し
、

糸
状
に
裂
い
た
も
の
で
、
手
向
け
の
幣
帛
や
、

祭
具
の
紙
垂
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
「
み
熊
野
」
は
常
世
の
波
が
打
ち
寄
せ

る
聖
地
で
あ
り
、
こ
こ
に
浜
木
綿
が
幣
帛
の

ご
と
く
真
白
に
咲
い
た
状
態
に
、
神
聖
さ
を

感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
木
綿

自
体
に
、
神
々
し
さ
と
美
し
さ
を
見
出
す
歌

も
あ
り
ま
す 

（
「
泊
瀬
女

は

つ

せ

め

の 

造
る
木
綿
花 

み
吉
野
の 

 

滝
の
水
沫

み
な
わ

に
咲
き
に
け
ら
ず
や
」 

（
万
葉
集 

巻
六
‐
九
一
二
）
）
。 

「
木
綿

ゆ

う

」
と
い
う
字
は
、
現
代
で
は
「
も
め

ん
」
と
も
読
み
ま
す
が
、
も
め
ん
は
戦
国
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
普
及
し
た
も

の
で
あ
り
、浜
木
綿
の
名
が
使
わ
れ
た
奈

良
時
代
以
前
に
は
、一
般
的
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

浜
木
綿
は
、
水
は
け
が
良
く
日
あ
た

り
の
良
い
場
所
を
好
み
、主
に
温
暖
な
海

浜
で
見
ら
れ
ま
す
。横
須
賀
市
内
の
天
神

島
に
自
生
す
る
浜
木
綿
は
、自
然
分
布
の

北
限
地
と
し
て
、神
奈
川
県
の
天
然
記
念

物
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。浜
木
綿

は
黒
潮
に
の
っ
て
南
方
か
ら
分
布
を
拡

げ
た
植
物
で
あ
り
、夏
の
白
砂
青
松
の
海

岸
に
ふ
さ
わ
し
い
清
楚
な
花
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
参
考
文
献
『
植
物
で
見
る
万
葉
の
世

界
』
國
學
院
大
學
「
万
葉
の
花
の
会
」
著 

平
成
十
六
年

九
月
八
日
「
万
葉
花
の
会
」
事
務
局
発
行
、『
海
か
ら
来

た
植
物
‐
黒
潮
が
運
ん
だ
花
た
ち
‐
』
中
西 

弘
樹
著 

平
成
二
十
年
六
月
二
十
五
日 

㈱
シ
ナ
ノ
発
行
、 

七
月 

文
月

ふ
み
づ
き 
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１日・15 日 月次祭(つきなみさい) 皇室の弥栄と国家安

泰、氏子崇敬者並に社会の幸福と平和を祈る。 

２日半夏生（はんげしょう）夏至から数えて 11 日目の 7

月 2 日頃。梅雨の終期。 

７日七夕・小暑（しょうしょ） 

この日から暑気に入り、暑中見舞い 

も出されるようになる。 

１３日～１６日お盆仏教の行事でありながら、仏

教と関係のない要素も多分に含まれる日本独特の行事。

日本に昔からあった祖霊祭の名残りといわれる。この期

間にはお墓参りをするのが、ならわしである。 

１５日海の日海の恩恵に感謝する 

とともに海洋国日本の繁栄を願う日。 

この日に定められた由来は、明治九年 

明治天皇の東北地方御巡幸の帰途、灯 

台視察船（商船の汽船）「明治丸」をご 

利用になり、その船が無事横浜に帰還 

されたことである。 

２３日大暑（たいしょ）梅雨明けのこの頃は、ますます

暑くなり、一年中で最も気温の高い酷暑の季節。 

 
 

本日はよくお参り下さいました 
梅雨の最中、皆さまいかがおすごしでしょうか。ジ

メッとした陽気に、心も体も疲れやすくなっていま

せんか。先日縁あってバレエダンサーの森下洋子さ

んの踊りを拝見する機会がありました。だいぶお年

だと聞いていたのですが、宙を舞うように軽やかな

動きで、表情は少女のように純真で、生き生きとし

ていました。同じ舞台で踊っていた若くてキラキラ

したお弟子さんたちに、まったく引けを取らないど

ころか、長年の鍛錬の積み重ねや、舞台経験に裏打

ちされた、自信と貫禄を備えた、それは素晴らしい

踊りでした。大変失礼ながら、年齢の話をさせてい

ただきますと、森下洋子さんは、現在御年７０歳で

す。年齢のことは知らずに見ていたので、実年齢を

知り、再び驚いてしまいました。人を感動させると

いうことは、とてもむずかしいことです。最近感動

することが減ってきた中 

で、人間の可能性の素晴 

らしさを、垣間見た気が 

致しました。今月も、み 

なさまのご多幸とご健勝 

を心よりお祈り申し上げ 

ます。権禰宜 道子 

今
月
の
言
葉 

『
勇
者
は
外
を
あ
ら
く
せ
ず
』 

貝
原
益
軒
「
武
訓
」
よ
り 

本
物
の
勇
気
あ
る
者
は
、
一
見
し
て

穏
や
か
な
好
人
物
に
見
え
る
。
荒
ぶ
る

必
要
が
な
い
か
ら
だ
。
力
が
あ
り
、
自

分
の
力
量
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
者

は
、
自
分
か
ら
他
者
と
の
衝
突
を
起
こ

す
こ
と
は
な
い
。
人
の
和
を
重
ん
じ
他

者
と
衝
突
す
る
こ
と
な
く
立
ち
回
れ
る

者
、
自
分
を
抑
え
、
怯
え
る
こ
と
の
な

い
冷
静
さ
を
備
え
た
人
物
こ
そ
、
真
の

勇
者
で
あ
る
。
引
用
・
参
考
『
神
道
の
こ
と
ば
』 

武
光
誠
監
修 

貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇-

一
七
一

四
）
朱
子
学
者
、
博
物
学
者
。 

もうすぐ七夕ですね 

梅雨明けですね 

半
夏
生
（
は
ん

げ

し

ょ

う

） 

  

 
お盆のお供え、ほお

ずきは、提灯に見立

てられます。 


